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燕麥テトラプロイド雜種の種子發達に關する小實驗（1）

Experimentelle embryologische Studien an tetraploiden 

Avena Bastarden （2x×6x)

西山市三

　植物分類離によれば燕萎鵬（仙しEuavena）中には多数の種が包含されて居る。之等をゲノ

ム説の立場からみると3群に分つ衷が出來る。第1群は軍数染色体撒（n）7佃を有するもの、第

1工群は14、第工II群は21個の染色休を有するものである。即ちその染色体数は7の倍撒的

關係を示して居る（木原、1919、1924）。同一群内では、何れを父、叉は母に選んでも、容易

に靴種を育域すること7bg　iil二1來る。然し異群間の交聯になるとs父隊の選び方によつてその交難

結果に顯著な差異が現はれることがあるo例へば木原、西山（1932）繭氏にょれば、第1群

と第IH群との闇の交雑は後者を母とする場合にのみ域功し、その反封の交難（相反交㈱で

は常に不域功である。更に同氏等は、その交難不可能の原因を畿生學的に探究して興味深い事

實を得た。次にその研究の主要な鮎、2、　3を継げれば：

　　　　　　　　　　　　　　　第1群（♀）×第III群（♂）

　（1）受精の初期には、胚子核及び脛乳核は非常な速さで分裂を行つて居る。然し受粉後48

時聞頃には墨々、胚子の周遷に存在する胚乳溝離棲が幾つか癒合し合つて、不正形の亘大核を

形成する。その後の核分裂は極めて不規則となる。次にこの避の腔乳翻胞質中に大小多撒の塞

胞が現はれる。吹いで胚乳組織は未域熟のうちに崩壌渦滅する様になる。

　（2）從つてF1種子は、一時は大きく嚢達するが、内容物を失ふと共に鐵縮して枯死する。

　　　　　　　　　　　　　　　第III群（♀）×第1群（6）

　（1）受精後の胚子及び胚乳の獲遽は著しく避鈍である。然し核分裂には致命的な異常現象

は認められないo

　（2）F1種子は小形ではあるが、内容物は稻々充擬して磯芽力を維持して居る。

　相反交羅に於けるこの様な濃生撃的差異は何に原因して居るか？木原、西山爾氏は之を次の

やうに詮朋した。一般に受精作用が瀞まれると今まで齢止倣態にあつた卵核や極核は愈に核分

裂を開始する。之を一面からみると、雄核（精子核）が雌核（夢P核及び極棲を総総する）に作

用して榎分裂を惹起させるものと考へることが川來る。Eilち雌核に一種の刺戦作用を及ぼすも

のと思はれる。そこで第1群（♀）×第工II群（6りでは、雌核は過剰の刺戟作∫｝1を受けて、却つ

て種子の後育機能の雫衡、特に核分裂を蝿齪される。之に反して第皿“Y（♀）x窮1群（6）では、

刺戟作用が納巡小のために種子の磯育不充分と云ふことになる。本例では染色休籔の多い方が
可芝ψ｝災ブコカ§張｝V、o　　　　　　　　　　　　　　　　噌

　その後禦渚は策1群×第1工群に於ても、略同様の結果を得・た（西山、1934）。然し2、3の墨

者中には、之と異つた意見を固持して居る人もある（下記参照）。そこで筆驚は之等の仮読者の

趨否を實験的に確めるFl的D下に、X一線を慮用して一一小實験を行つた。試みに1934年の夏豫

備的實験に蒲乎したところ、その結果、意想外の域功を牧めたので、本年夏は更にこの實瞼を

一屠糟密に繰り返す考へで居た。庭が今夏は、他／）仕事に時陶の全音llを嚢して、本賢験には寸

1）C。・t・il・，・ti・ns　froni　the　T」al）・・at・・y・f　G・netics，　1’li・1・gi・alエ1・stit・〔・，　Ky。t・lmpe・i・1　U・ivc・si・y　N。，
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暇を翻くとと洲來なかつた・剛練何蹴の蹴を完了し得るか豫想もつかない．旅

不止得謙完成のま・滋に灘して諸賢の鶴ヒ判と鰍鞭齢ふ嫡である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　實　験　結　果

授徹當つて鞠の轍翻が蹴であるとするならば、その作髄一時購・」するeと醐

勅ぽ・その交維は自ら可能・なるであらう。尤も第一に、その轍翻を抑堅する手鄭問

謙なるのであるが誰者鰍みにx一線を花粉礁射する・とにした．その期はx線は
照射量の多寡によつて細胞の生活機能を減殺し、甚だしい時には致死作用をさへ現はすからで

ある・現今x線姓聯碗に放射して不槻（叉は不胎性）を誘致して居ることは鋤にも著

名な事實であらう。

先づ開花直前の第III群の植物・　EPち五鞠如砿の穗激個を・」鋼に挿し、之繊る＿

定量のX線を照射した。直に～二の穗の花粉を第1群の植物A，strigosa　SCHREB．の桂頭ヒにふ

りかけた・他方にはその封照として・戯しな旺常の花髄以て同様の交雑を併せ行つた。

儲暢合は一ヒ述の木原酒山徽の結果と同謙内撚虚樋子ば勧が得ら9・1，た．x．線で

腿した花粉を鵬ると・F・種刊・系勺32％は比較的優良嬢能示した。UIJち多少雛よつ

て居るが・胚孚L内容物は概實して居る・（第・圖・）艦その他醐服綱槻，内容物轍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abb．　1．

　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　c

　　Abb’　1’　a・　Kδ「ne「v°n途il藷r竪。1琵鑑∬・ll・巽1丑量欝誼・・・・・…g…es…hlte・

晩不魎子であつた・（第・飼・）このCt：　1・c　2型の種子を生じた駆は注とし冒芭粉に封す

る＼X一線の1㈱醐一でなカ・つた爲であらう．第2圖・はA．s…g。saのP．殖、，よつ。得られ

た種子である。比較の爲特にこSに拐げた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abb　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

義謙潔灘撚撒灘急瀞碧灘
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　授粉後48時聞目の胚珠を縦断してみると、（1）射照匝と同様に特に胚乳が著しく異常的獲

育をして居るもの（第2圖c参照）と．（2）第二圃bに示す様に、胚子及び胚乳の形成過程

が殆ど正常（A．　strigesaの自家受精した胚班、第二圖a滲照）に近v・ものの2種に大別することが

出來る。前者は内容塞虚な繊縮種子となり、後者は成熱して充實し疫種子に磯逮するものであ

らう。

　次に之等の種子を水で漁した吸水紙1二に播いて獲芽力の有無を調べた。勿論封照匝の種子は

金然磯芽しない。X・線照射匝に於ても大部分は不獲芽であつた。｛E育良好種子中の1粒が獲根

して2～3c皿．位に仲長したが、幼芽は獲生せすに枯死した。

　木原、片山爾氏（1932．1933）及び片山氏（1934a，　b，1935）は、花粉にX・線を照射すると、

1粒小婆は屡々ハプロイド植物を礁ナることを報告して居る。本實駒に於てもこの様な現敦に

封する疑問が起つて來たので、此の種子の根端細胞で染色休数を訓べてみた。適當の核分裂像

が得られなかつたので、正確な染色体数は決定出衆なかつたが、或る細胞では28（7十21＝　28

がFlの正常染色休撒）に近い撒を塊へることが出來た。爾、之とは別に、若い難種種子の胚

乳の游離核の分裂で32以ヒ（7十7十21　：35が正常染色1イ（撒）の染色休撒を讃むことが出來た。

之等の事實を綜合してみると、本難種に於て得た種子は軍爲坐殖によつて出來たもq）でないこ

とは確であらう。

　不幸にして第1群（9）×第皿群（♂）からはまだ雑種殖物を育生することは出來なかつた。

然しX一線の強さや照射時間等を適當に調節すれば、早晩必すその目的は達成するものと信じて

居る。

論　　　議

　染色体撒の異つた植物を交雑すると、相反交難によつて蒲粒歩合、Fユ種子の磯達叉は磯芽

力等に著しい差異が現はれることがある。この原因に開してはFl下種々の論議が闘はされて居

る。小萎の2粒系（2n＝14）x普通系（2n　・42）では早くからこの現象が、：或る研究者によつ

て指摘されて居た　（SAX　1921，1922）、リリ．zンフエ’レト、木原繭」氏（1934）は、小萎の一種

（Tritic”m　TimoPheevi　2n＝28）は普通系と交雑すると、枳反交難の結果に一層顯著な差異を示

すことを報告して居る。WATKI鵬氏（1927，1930，1932）にょれば、　JjlS子核胚乳核中のゲノ

ムの数の比が、正常比（2：3）（1）を遠ざかるに從つて種子の獲達が不良となりその結果種子の艘

芽摩も低下すると詮明して居る。THOMPSO習及びCAMEROK（1928），　TIIOMI）SON（1930　a，

b）及び若桑氏（1930，1933，1934）等の假読は、主として胚乳内のゲノム構成に論糠を置いて

居る。t4Pちゲノムがすべて3x（xはゲノムを表はす）の欺態1τ存在する時には種子の磯逮は良

好で、2x叉は1溺伏態のゲノムが多くなる程、種子の獲逮や磯芽が減退すると論じて居る。そ

の他MURTzlNG氏（1930　a，　b，1933）はCaleopsisと去ふ植物で交難實験中、類似の現象を

槻察した。同氏は從來の研究者が、胚子の榮養を司る子房組織のゲノム構成を無覗して居たこ

とを難請し、新しく胚子、胚乳及び子房組織のゲノムの比が一定の均衡を保つことの重大なる

を主張して居る。

　以L述べたものは何れも爾親の染色体撒が異つて居る携合であつた。然し、同一・染色体数を

有する植物聞の交難でも同檬の異常現象が磯見されて居る。例へば亜麻（LAIBAeH　1925，1929，

Cl）雄核（ユx）と卵核（1のどth｛　1個宛結飢で胚rr核（2’x）となる。胚乳鍬2個の趣核とユ個の刻職

　　とが結合するから3xとなるo伽ドリプロイド灘種、例へば3x（♀）×1パ♂）では、胚子核は3x十lx

　　胚乳核は3x十3x十1xで、その比は4：7となるoその相反交報では4：5であるo
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1931）・小萎と干mギロプスの圏闇、或は種聞i誰i腫（片山、1931，1933）等の研究報苦・がある。

片山氏は本間題を授精生埋．ヒの見地から詳論して居る。その主要論黙は、木原、西山の主張と

略一致して居る様に思はれる。1亜麻では主として、母植物と交難の結某生じた胚子との聞の遺

傳學的特性の差異に起因すると云ふことである　（LAIBACH　1925，1929，1931）、　KOSTOFF氏

（1930）は癬囑棚勿で贋汎鮫尉鰍験を行つた。eの竃験によれば、胚孚L及び胚子磯育は母

休から分泌される抗休物質の影響を蒙ることが大きいと述べて居る。

　以上の諸詮には夫々一理あるが、燕萎テトラプロイド交聯に於ける實験結果を読朋するには

甚だ不充分の様である。X線を照射し7c花粉を用ひても、又は無庭理の花粉を翔ひた場合でも、

各組織のゲノム撒の比には一向に攣化は起らない。然し～二の爾交羅實験の紬果には歴然たる差

異が現れて來た。之は恐らくX線によつて塵理された第皿群の花粉、或は花粉核は、第1群

の卵核又は極核と稻機能的『ヨ衡を得たことに起因するものと考へられる。

本實験を行ふに當つて木原敏授及びリリzンフ．＝ルト・博士には御懇切な御指導を賜つた。鼓

に厚く謝意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　京都帝國大躯農肇部）
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